文京区で知られていない公園、ぜひ知らせたい公園
ＮＰＯエコ・シビルエンジニアリング研究会

後楽緑道

【概要】

文京区都市マスタープラン（平成8年7月）に掲げる「緑と水の整備方針」に基づき、関係地権者の協力を得て、平成19年3月27日より、小石川後楽園に隣接した歩行者空間が、歩行者専用のみちとして一般に開放されることになりました。

後楽緑道は、水戸徳川家上屋敷の旧庭園で、国の特別史跡・特別名勝として指定されている小石川後楽園に隣接してビルを有する５社により組織される後楽緑道管理運営協議会が、緑豊かな小石川後楽園の景観や利用者の快適性と利便性に配慮し、整備、管理を行っている

【管理運営】

森ビル株式会社、トヨタ自動車株式会社、東京都下水道局、コートレジデントタワー管理組合、住宅金融支援機構が協同で整備・管理

【備考】

「第9回 文の京 都市景観賞 景観創造賞」受賞　　「緑を取り入れたビル群」として評価

～緑豊かな小石川後楽園と調和～
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千石緑地

【概要】

一橋徳川家より寄付された自然豊かな樹林地です。武蔵野台地の先端にあたる白山台地と、指ヶ谷の低地の境界にある、ゆるやかな傾斜地に展開しています。こんもりとした木立のなかでもムクノキは区内でも有数の巨木で、その樹齢は100年以上と推定されています。樹林や植物が傷つけられたり、林床が踏み固められたりすることを防ぐために浮橋状の木製園路を設置し、その園路を歩くと自然の中を一周できるようになっています。

区ではその意向に沿い、都市内の貴重な樹林を保全するとともに、区民の方が自然に親しんでいただけるようにするため、平成6年（1994）6月に「千石緑地」として設置し、限定開放しています。

●一橋徳川家

この緑地は、元は一橋徳川家所有の樹林地であり、12代故徳川宗敬氏は、国土緑化推進機構の理事長として活躍され、都市内の自然林の保存に努められてきました。平成元年（1989）10月に、出来るだけ樹林域を末永く残すように配慮することを条件に、当地を区に寄付されました。

●ムクノキ

ニレ科に属する落葉高木です。5月には葉が開くと同時に淡緑色の小さな花をつけます。ムクノキは環境の悪化で生存数が激減しており、文京区内では有数の巨木といえるでしょう。

【開園時間】

    * 4月から9月までの期間は、午前9時から午後5時までとなります。

    * 10月から3月までの期間は、午前9時から午後4時までとなります。

    * 管理の都合上閉園する場合があります。
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【アクセス】

所在地：文京区千石1-6

都営地下鉄三田線「千石」駅徒歩10分
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千駄木ふれあいの杜

【概要】

「今も残る貴重な自然を残したい」という緑地所有者の考えと、「都市緑地法」（当時は「都市緑地保全法」）に基づく市民緑地制度の主旨が合致し、文京区がその自然環境や自然生態保全を図るとともに、区民が身近に自然と直接触れられることを可能にするために、平成13年10月に開設された市民緑地です。

　ここは、武蔵野台地の東端に位置する、本郷台地と根津谷の間の斜面に残る崖線緑地として残っている貴重な緑であり、現在、山手線の内側で開設されている唯一の市民緑地となっています。

【自然】

緑地に入るとまず目につくのは、中央の池跡に横たわる大きな倒木です。園路はその池跡に添うように一周し、さらにその奥に8の字状にもう一周するように設定されています。右手の斜面地にはスダジイやムクノキの大径木、シラカシ、イイギリなどの高木、さらにはヤマモミジ、ヒサカキ、サザンカなどの中木が生育していますが、植物の種類は決して多くはありません。しかし、渡り鳥を含め、ムクドリやヒヨドリ、オナガやシジュウカラなどの鳥類、その他昆虫類なども見られ、様々な生きものが生息することによって多様な自然生態系をつくりだしています。

【お願い】

このような長い時間をかけて形成されてきた、野生の生きものが生息する環境を将来にわたって守っていくため、次のことをお願いしています。

   1. 森の外部から生き物を持ち込まない。放さない。

   2. 森の生き物を持ち出さない。

   3. 森の生き物がお互いに関わりあって生育するのにふさわしい環境を大切にする。

【管理運営】

　千駄木ふれあいの杜は、地元住民の方々などで構成する「千駄木の森を考える会」が区と協定を結び、清掃等の自主管理及び自然観察会等の企画・運営を行っています。

【開園時間】

    * 4月から9月までの期間は、午前9時から午後5時までとなります。

    * 10月から3月までの期間は、午前9時から午後4時までとなります。

　　　管理の都合上、閉園する場合があります。

【アクセス】

所在地：文京区千駄木1-11         地下鉄千代田線「千駄木」駅徒歩5分
【備考】

第8回文の京都市景観賞・景観づくり活動賞を「千駄木の森を考える会」が受賞しています。

活動内容：千駄木ふれあいの杜（千駄木1−11）での清掃活動、動植物の観察会ほか

地域の人々と連携し、清掃活動や動植物の観察会を催すなど、区民が身近に触れ合える緑の保全に取り組んでいます。
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公園の位置と鳥瞰図
―六義園、千駄木ふれあいの杜、占春園(教育の森公園)、新江戸川公園、小石川後楽園―
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図１　地形図１　　約S=1:100,000　　 　　   　　断面位置　　　　
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○印：北（上から）六義園、千駄木ふれあいの杜、占春園(教育の森公園)、新江戸川公園、小石川後楽園


図２　断面図　○印：図の左から、新江戸川公園、占春園(教育の森公園)、六義園、千駄木ふれあいの杜


図３　鳥瞰図　　　

○印：北（上から）六義園、千駄木ふれあいの杜、占春園(教育の森公園)、新江戸川公園、小石川後楽園
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注）国土地理院の「数値地図５mメッシュ（標高）」（東京都区部）を使用   断面図、鳥瞰図の作成、及び図面の彩色はフリーソフト「カシミール3D」による。
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